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『いつも だれかが 見ている』刊行記念



写真を持ち寄り、それをみんなで言葉にするワークショップです。スマホには写真がたくさん入ってい
るけれど、見直す機会が減ってはいませんか。それらを言葉にすることで、見ること撮ることがもっと楽
しく豊かなものになります。参加ご希望の方には、八戸市美術館と八戸ブックセンターの道のりで見か
けた風景や人やモノを前もって写真に撮って送っていただきます。カメラはなんでも構いません。

全てのトークイベント、ワークショップは無料です。イベントの終了後には、本をご購入してくださった方
へのサイン会があります。お申し込みは、八戸ブックセンターのイベントページ、または八戸ブックセン
ターのカウンター、電話でもご予約を承っております。

8月6日 （土） 　14:00 – 16:00

八戸市美術館 ジャイアントルーム

8月3日 （水） 　18:00 – 19:00

八戸市美術館 スタジオ （ジャイアントルーム横）

8月5日 （金） 　18:00 – 19:00

八戸ブックセンター 読書会ルーム

大竹昭子と、ヒロイ＆ヒーマンによるワークショップを開催します。

ヒロイ＆ヒーマンが、過去作品や撮影の背景についてお話しします。

大竹昭子が、『いつも だれかが 見ている』の執筆についてお話しします。
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TALK EVENT
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日時
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会場
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アーティスト/グラフィックデザイナーKumi Hiroi(1979年岐阜県生
まれ）と、ポートレート写真家Anneke Hymmen（1977年ドイツ・ル
ーデンシャイト生まれ）のコラボレーションユニット。オランダ、アム
ステルダム在住。
非 対 称な 見る・見られる関 係 性を、写 真と文 字を通して
問う作品を制作している。主な展覧会に、2017～ 2018年

「 Remodel ing」MelkwegExpo（アムステルダム）、State 
of Fashion（アーネム、ベルリン）2021年「アネケ・ヒーマン＆クミ・
ヒロイ、潮田 登久子、片山 真理、春木 麻衣子、細倉 真弓、そして、

あなたの視点」資生堂ギャラリー。

1 9 5 0 年 東 京 生まれ 。小 説 、エッ
セイ、ノンフィクション、批評など、 
ジャンルを横断して執筆。短編小
説集としては、本書は『図鑑少年』 

『 随 時 見 学 可 』『 間 取りと妄 想 』
に続く4冊目。人間の内面や自我
は固定されたものではなく、外部
世 界との 関 係によって様 々に変
化しうることを乾いた筆致で描き
出し、幅広いファンを生んでいる。
無 類 の 散 歩 好き。自ら写 真も撮
る。朗 読イベント「カタリココ」を
主 宰 、それを元に書 籍レーベル 

「カタリココ文 庫 」をスタートし、
年3冊のペースで刊行している。

katar ikoko.stores. jp

大竹昭子

クミ ヒロイ ＆ アネケ ヒーマン

14人のポートレイトから、ちょっと奇妙で、切ない物語が動き出す。
ポートレイト上の人々は、どのようなドラマを秘めているのか。
そして、その人物を見つめている、写真の外側にいる人物は誰か。
オランダで活躍するアーティストによるカラー写真に、

『間取りと妄想』の大竹昭子が物語を書き下ろした、
新感覚の小説集！

亜紀書房より7月4日に刊行。

八戸ブックセンター、ミュージアムショップでご購入いただけます。

『いつも だれかが 見ている』

価格 :	 1,870円 （税込）      

BOOK

お申し込み・お問合せ

「見えるもの とかたるもの」

2022年 8月3日（水） – 29  日 （月）

八戸市美術館 ジャイアントルーム　八戸ブックセンター

期間

会場

「眼差し」と「言葉」の交点に生まれた短編小説集『いつも だれかが 

見ている』の刊行を記念して、八戸市美術館と八戸ブックセンターにて、 

写真・物語展 『見えるもの と かたるもの』を開催します。

『いつも だれかが 見ている』では、オランダ在住アーティストである 

ヒロイクミ＆写真家アネケ ヒーマンが撮り下ろした、国籍も性別も様々

な写真の中の14人から、作家の大竹昭子が物語を紡いでいます。

この小説集の中に掲載されている、女性がベッドに横たわっている一枚

の写真。この写真の撮影にまつわる短編を大竹が新たに書き下ろしまし

た。どこで撮影したの? モデルは誰? なぜこの撮影に至ったの? 大竹が執

筆した物語を、オランダで撮影されたヒロイとヒーマンによる写真と共に

展示します。

八戸市美術館では物語の前半部分、八戸ブックセンターでは後半部分

をご覧いただけます。

　
〒031-0033 青森県八戸市六日町 
16番地2 Garden Terrace 1階
 TEL: 0178-20-8368 WEB: 8book.jp
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